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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

連結経営指標等

　

回次
第46期

第２四半期連結
累計期間

第46期
第２四半期連結
会計期間

第45期

会計期間

自　平成20年
　　９月１日
至　平成21年
　　２月28日

自　平成20年
　　12月１日
至　平成21年
　　２月28日

自　平成19年
　　９月１日
至　平成20年
　　８月31日

売上高 (千円) 3,856,7922,134,8988,463,951

経常利益 (千円) 126,284 133,572 122,197

四半期(当期)純利益 (千円) 52,272 93,250 131,237

純資産額 (千円) ― 1,366,9091,361,659

総資産額 (千円) ― 6,070,8866,251,866

１株当たり純資産額 (円) ― 123.30 120.76

１株当たり四半期(当期)

  純利益
(円) 4.70 8.41 11.56

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) ― 22.5 21.8

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 15,836 ― 272,756

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 5,457 ― 25,380

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △81,442 ― △ 374,824

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) ― 1,426,8971,499,735

従業員数 (名) ― 465 488

(注)　１　売上高には、消費税等は含まれておりません。

２　潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益については、希薄化効果を有している潜在株式が存在し

　　ないため記載しておりません。
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２ 【事業の内容】

当第２四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている

事業の内容に重要な変更はありません。

また、主要な関係会社についても異動はありません。

　

３ 【関係会社の状況】

当第２四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

　

　

４ 【従業員の状況】

(1) 連結会社における状況

平成21年２月28日現在

従業員数(名)
465
（98）

(注)１ 従業員数は就業人員であります。

２ 従業員数の欄の（外書）は、臨時従業員の当第２四半期連結会計期間の平均雇用人員であります。

３ 臨時従業員にはパートタイマー及びアルバイトを含み、派遣社員を除いています。

　

　

(2) 提出会社の状況

平成21年２月28日現在

従業員数(名)
334
（98）

(注)１ 従業員数は就業人員であります。

２ 従業員数の欄の（外書）は、臨時従業員の当第２四半期会計期間の平均雇用人員であります。

３ 臨時従業員にはパートタイマー及びアルバイトを含み、派遣社員を除いています。
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第２ 【事業の状況】

１ 【生産、受注及び販売の状況】

(1) 商品仕入実績

当第２四半期連結会計期間における商品仕入実績を品目別に示すと、次のとおりであります。
　

品目 仕入高(千円)

宝飾品 519,493

眼鏡・眼鏡用品 15,257

時計等 3,456

合計 538,208

(注) 上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
　
　

　
(2) 販売実績

(イ)当第２四半期連結会計期間における販売実績を品目別に示すと、次のとおりであります。
　

品目 販売高(千円)

宝飾品 2,068,015

眼鏡・眼鏡用品 55,560

時計等 11,322

合計 2,134,898

(注) 上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　
　
(ロ)当第２四半期連結会計期間における販売実績を店舗形態別に示すと、次のとおりであります。

　

店舗形態 販売高(千円)

宝飾品業態 1,933,409

眼鏡・眼鏡用品業態 36,429

宝飾・眼鏡・時計複合業態 104,278

海外宝飾品業態（維?國際有限公司） 41,195

小売計 2,115,313

宝飾品卸売業 19,584

合計 2,134,898
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２ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等は行われておりません。

　

３ 【財政状態及び経営成績の分析】

(1) 経営成績の分析

  当第２四半期連結会計期間におけるわが国経済においては、米国金融市場の混乱に端を発した世界的

な経済危機により、株価の下落や為替相場の変動及び各種資源価格の乱高下などの不安定な情勢の影響

を大きく受け、断続的に国内消費は低迷を続けております。また、多くの企業においても雇用の見直しや

設備投資の抑制など景気悪化への保守的な対応を取る事態が続いております。 

　宝飾品業界におきましても世界的不況の影響を全面的に受け、その嗜好性から消費の階層化が一段と明

確化し、資産価値や付加価値といった消費者ニーズへの対応力が問われる厳しい状況となりました。 

　このような状況の中、当社グループは企業の強みである柔軟性を駆使し、混乱の続く市場に対応してま

いりました。継続的に進めております「ビジネスモデルの変革」が、まさに奏効し、時代のニーズに適応

した企業構造と店舗政策の具現化を図るために選択と集中を行ってまいりました。 

　主要事業部門である㈱サダマツにおいては、世界的な経済危機がこれほどまでに深刻化するとは予測し

ておりませんでしたが、期首より国内市場において地方中小商圏での売上規模は縮小する見通しを立て

ており、前期比で減収増益の通期事業計画を実現すべく政策を進めてまいりました。このため売上高に関

しましては前年同期に比べると減少したものの計画に対しては概ね予定通りの水準となりました。当業

界における最大商戦であるクリスマスギフト需要におきまして同業種の中では十分に健闘したものの、

実質的には経済不況の煽りを受け、計画を幾分か下回った事が主な要因となります。売上総利益に関して

は、売上高の減少に伴い減少致しましたが、ベトナム自社工場における生産機能の安定化と国内店舗にお

ける業態政策の安定化により、製品原価の低減及び棚卸在庫高の低減が進み、売上に対する総利益率は前

年同期と比較して約3.8％程度上昇しております。これは、以前より進めております当社グループにおけ

るSCM（サプライ・チェーン・マネージメント）の体制が進捗している結果であります。ブランディング

や商品デザイン面での付加価値訴求が進捗したこともこの一因となります。販売費及び一般管理費にお

いては、各種企業インフラの運用レベルを向上させた事で、前年同期に比べ大幅に減少し全社業績に大き

く貢献いたしました。具体的には、店舗のスクラップ＆ビルドによる人員配置の効率化、不採算店舗の閉

鎖による固定家賃の低減、ならびに集客力を伴う都市型・百貨店型の店舗への積極的出店による一般広

告費の低減などが挙げられます。この内、「ビジネスモデルの変革」の最重要課題の一つとして店舗のス

クラップ＆ビルドを掲げておりますが、当第２四半期連結累計期間での出退店の推移につきましては、出

店が5店舗、退店が5店舗となり、出店に関してはすべて営業効率の向上を見込んだ各地区の都市型商業施

設及び百貨店への出店となりました。また、売上拡大、市場適正調査及び商業施設とのコネクション形成

等を目的とした期間限定店舗への積極展開を行ってまいりました。さらに、既存店においても増床・改装

・業態変更等による生産性の最大化を追求しております。この結果、同事業部門における営業損益に関し

ては、前年同期に比べ大幅に増加しており、その収益構造が改善されております。また、営業キャッシュ・

フローにつきましても改善し、第２四半期連結累計期間においては上場以来初めて黒字を実現しました。

　連結業績を構成する子会社に関しましては、世界的な経済不況の影響とそれに伴う為替相場の変動によ

る影響があるものの、営業活動における全体業績への影響は少ないものでした。海外小売部門である台湾

の子会社維?國際有限公司に関しましては、同国内の消費動向が低迷していることを受け、事業規模自体

は縮小して効率運営を進めておりますが、営業損益は赤字となりました。海外生産部門であるベトナムの

子会社D&Q JEWELLERY Co.,Ltd.に関しましては、親会社㈱サダマツによる直接管理体制により事業運営

の安定化が進み、連結業績における売上原価の低減に貢献するとともに、棚卸在庫高の適正化にも寄与し

ております。卸販売部門である国内子会社㈱SPA パートナーズに関しましては、前年下期より事業規模を

大幅に縮小しているため、前年同期には一定規模で存在した同社の売上高が現在はほぼ存在しておりま

せん。これにより連結業績の売上高も減少しておりますが、利益への影響は軽微でございます。 

　その他当社グループ第２四半期会計期間の経営成績においては、営業外費用として為替差損が6百万円、

特別損失として、出店先である株式会社丸井今井（札幌）の民事再生法申し立てによる破産更生債権に

対する貸倒引当金繰入額、投資有価証券評価損及び店舗のスクラップに伴う店舗閉鎖損失が主なものと

なり12百万円が発生しております。これらに伴い税金費用として繰延税金資産の減額を行った結果、法人
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税等調整額が29百万円となり、当期純利益にも影響を及ぼすこととなりました。 

　以上の結果、当第２四半期連結会計期間における当社グループの業績は、売上高2,134百万円、営業利益

154百万円、経常利益133百万円及び四半期純利益は93百万円となりました。 

　

(2) 財政状態の分析

当第２四半期連結会計期間末における総資産額は6,070百万円となり、前連結会計年度末に比べ180百

万円減少いたしました。その要因は主に、社債の償還等により現金及び預金の減少72百万円、売掛金等の

減少46百万円、差入保証金の減少59百万円及び繰越欠損金の取崩等により繰延税金資産の減少43百万円

等によるものであります。 

　負債合計額は、4,703百万円となり、前連結会計年度末に比べ186百万円減少いたしました。その主な要因

は、短期借入金が513百万円増加したものの、償還により社債が680百万円減少したこと等によるものであ

ります。

　純資産合計額は、1,366百万円となり前連結会計年度末より5百万円増加となりました。

　

(3) キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下、「資金」という）の残高は、第１四

半期連結会計期間末に比べ340百万円増加し、1,426百万円となりました。 

（営業活動によるキャッシュフロー） 

　営業活動の結果得られた資金は、166百万円となりました。その要因は主に、売上債権の増加124百万円、

仕入債務の減少93百万円、未払金の減少等によるその他流動負債の減少104百万円があったものの、税金

等調整前四半期純利益127百万円、たな卸資産の減少309百万円及び賞与引当金の減少19百万円があった

ことによるものであります。 

（投資活動によるキャッシュフロー） 

　投資活動の結果支出した資金は35百万円となりました。その要因は主に、有形固定資産の取得による支

出27百万円及び無形固定資産の取得による支出2百万円ことによるものであります。 

（財務活動によるキャッシュフロー） 

　財務活動の結果得られた資金は、216百万円となりました。その要因は主に、社債の償還による支出20百

万円があったものの、短期借入金の純増73百万円及び長期借入金の純増171百万円があったことによるも

のであります。 

　

(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結会計期間について、当連結会社の事実上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更

及び新たに生じた課題はありません。

　

(5) 研究開発活動

　該当事項はありません。
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第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

当第２四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

　

(2) 設備の新設、除却等の計画

当第２四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、除却等の計画は以下のとおり

であります。

会社名
事業所名　　　　　　　　　　
　(所在地）

事業の種類別
セグメントの
名称

設備の　　
内容

投資予定額 既支出額　
　　（千
円）

資金調達　　
方法

着手
総額（千円）

株式会社サダマツ
表参道ヒルズ店　　
　　　　　（東京都渋

谷区）

宝飾品　　　　小
売業

店舗　　
設備

17,0871,000自己資金 平成21月２月

(注)投資予定額には消費税等は含まれておりません。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 30,120,000

計 30,120,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第２四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成21年２月28日)

提出日現在
発行数(株)

(平成21年４月14日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 11,387,00011,387,000
ジャスダック証券　

取引所
単元未満株式1,000株

計 11,387,00011,387,000― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

      該当事項はありません。

　

(3) 【ライツプランの内容】

　　　該当事項はありません。

　

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(千株)

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成20年12月１日～
平成21年２月28日

― 11,387,000 ― 743,392 ― 550,701
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(5) 【大株主の状況】

　 　 平成21年２月28日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

貞松　隆弥 東京都目黒区 1,756 15.42

貞松　栄子 長崎県大村市 669 5.88

有限会社隆豊 長崎県大村市二丁目382番２号 560 4.91

ユーロクリアバンクエスエーエヌブイ
（常任代理人　みずほコーポレート銀
行兜町証券決済業務室）

東京都中央区兜町６番７号 557 4.89

貞松　豊二郎 長崎県大村市 489 4.30

貞松　豊三 福岡県福岡市南区 474 4.16

株式会社ツツミ 埼玉県蕨市中央四丁目24番26号 397 3.48

株式会社南日本銀行 鹿児島県鹿児島市山下町１番１号 373 3.27

株式会社ロージィブルー 東京都文京区湯島四丁目６番12号 240 2.10

貞翔持株会 東京都目黒区二丁目６番20号 225 1.98

計 ― 5,743 50.4

(注)　上記のほか当社所有の自己株式301千株（2.64％）があります。
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(6) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

平成21年２月28日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
（自己保有株式）

― ―
普通株式 301,000

完全議決権株式(その他) 普通株式 11,079,00011,079
完全議決権株式であり、権利内
容に何ら限定のない当社にお
ける標準的な株式

単元未満株式 普通株式 7,000 ― 同上

発行済株式総数 11,387,000― ―

総株主の議決権 ― 11,079 ―

　

　

② 【自己株式等】

平成21年２月28日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）
株式会社サダマツ

長崎県大村市本町
458番地９

301,000 ― 301,000 2.64

計 ― 301,000 ― 301,000 2.64

(注)　自己株式等の株式数は、単元未満株式479株を除く株式数により記載しております。

　

　

２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

　

月別
平成20年
　９月 　10月 　11月 　12月

平成21年
　１月 　２月

最高(円) 111 100 71 67 88 61

最低(円) 60 47 58 58 60 47

(注)　株価は、ジャスダック証券取引所におけるものであります。

　

　

３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までにおいて、役員の異動はありません。
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第５ 【経理の状況】

１　四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

なお、第１四半期連結会計期間(平成20年９月１日から平成20年11月30日まで)より、「財務諸表等の用

語、様式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」(平成20年8月7日　内閣府令第50号)附則

第7条第1項第5号のただし書きにより、改正後の四半期連結財務諸表規則を早期に適用しております。

　

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第２四半期連結会計期間(平成20年12月１

日から平成21年２月28日まで)及び当第２四半期連結累計期間(平成20年９月１日から平成21年２月28日ま

で)に係る四半期連結財務諸表について、ビーエー東京監査法人により四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：千円)

当第２四半期連結会計期間末
(平成21年２月28日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年８月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,426,897 1,499,735

受取手形及び売掛金 649,283 696,024

商品及び製品 2,253,025 2,309,427

原材料 308,276 230,488

繰延税金資産 22,506 26,661

その他 102,348 79,161

貸倒引当金 △3,246 △928

流動資産合計 4,759,090 4,840,569

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 176,351 180,642

減価償却累計額 △91,307 △94,834

減損損失累計額 △19,263 △19,263

建物及び構築物（純額） 65,780 66,544

機械装置及び運搬具 59,013 69,266

減価償却累計額 △22,699 △23,569

機械装置及び運搬具（純額） 36,313 45,697

工具、器具及び備品 97,589 75,938

減価償却累計額 △56,477 △48,767

減損損失累計額 △1,168 △1,217

工具、器具及び備品（純額） 39,944 25,953

土地 140,963 140,963

建設仮勘定 1,000 －

有形固定資産合計 284,001 279,158

無形固定資産 18,875 16,966

投資その他の資産

投資有価証券 96,506 97,518

繰延税金資産 140,620 180,151

差入保証金 618,531 678,383

役員に対する長期貸付金 3,870 4,354

その他 156,105 152,003

貸倒引当金 △8,557 －

投資その他の資産合計 1,007,078 1,112,411

固定資産合計 1,309,955 1,408,535

繰延資産 1,840 2,760

資産合計 6,070,886 6,251,866
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(単位：千円)

当第２四半期連結会計期間末
(平成21年２月28日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年８月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 571,673 554,648

短期借入金 2,714,083 2,200,679

1年内償還予定の社債 40,000 700,000

未払金及び未払費用 341,296 396,655

未払法人税等 27,761 48,607

賞与引当金 32,500 44,148

ポイント引当金 7,947 6,221

その他 100,205 154,180

流動負債合計 3,835,467 4,105,142

固定負債

社債 130,000 150,000

長期借入金 622,045 503,566

退職給付引当金 89,971 92,573

長期リース資産減損勘定 23,935 34,583

その他 2,557 4,339

固定負債合計 868,509 785,063

負債合計 4,703,977 4,890,206

純資産の部

株主資本

資本金 743,392 743,392

資本剰余金 550,701 550,701

利益剰余金 128,837 99,117

自己株式 △28,219 △14,148

株主資本合計 1,394,710 1,379,061

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 － △2,478

為替換算調整勘定 △27,801 △14,923

評価・換算差額等合計 △27,801 △17,401

純資産合計 1,366,909 1,361,659

負債純資産合計 6,070,886 6,251,866
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(2)【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

(単位：千円)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成20年９月１日
　至 平成21年２月28日)

売上高 3,856,792

売上原価 1,520,669

売上総利益 2,336,123

販売費及び一般管理費 ※1
 2,149,184

営業利益 186,938

営業外収益

受取利息 2,292

受取家賃 571

協賛金収入 619

その他 400

営業外収益合計 3,882

営業外費用

支払利息 27,608

社債利息 558

社債発行費償却 920

社債保証料 728

為替差損 32,882

その他 1,838

営業外費用合計 64,537

経常利益 126,284

特別利益

受取補償金 6,387

特別利益合計 6,387

特別損失

店舗閉鎖損失 ※2
 3,507

固定資産除却損 1,844

投資有価証券評価損 5,671

貸倒引当金繰入額 4,220

過年度租税公課 5,962

その他 127

特別損失合計 21,332

税金等調整前四半期純利益 111,338

法人税、住民税及び事業税 17,062

法人税等調整額 42,004

法人税等合計 59,066

四半期純利益 52,272
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【第２四半期連結会計期間】
(単位：千円)

当第２四半期連結会計期間
(自 平成20年12月１日
　至 平成21年２月28日)

売上高 2,134,898

売上原価 852,001

売上総利益 1,282,896

販売費及び一般管理費 ※1
 1,128,174

営業利益 154,721

営業外収益

受取利息 622

受取家賃 285

協賛金収入 231

その他 146

営業外収益合計 1,286

営業外費用

支払利息 13,273

社債利息 311

社債発行費償却 460

社債保証料 240

為替差損 6,459

その他 1,689

営業外費用合計 22,435

経常利益 133,572

特別利益

受取補償金 6,387

特別利益合計 6,387

特別損失

店舗閉鎖損失 ※2
 1,570

投資有価証券評価損 973

貸倒引当金繰入額 4,220

過年度租税公課 5,962

その他 99

特別損失合計 12,825

税金等調整前四半期純利益 127,134

法人税、住民税及び事業税 4,109

法人税等調整額 29,883

法人税等合計 33,993

少数株主損失（△） △109

四半期純利益 93,250
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
(単位：千円)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成20年９月１日
　至 平成21年２月28日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 111,338

減価償却費 35,019

退職給付引当金の増減額（△は減少） △2,602

賞与引当金の増減額（△は減少） △11,648

ポイント引当金の増減額（△は減少） 1,725

貸倒引当金の増減額（△は減少） 2,448

投資有価証券評価損益（△は益） 5,671

その他の特別損益（△は益） 5,351

為替差損益（△は益） 14,405

受取利息及び受取配当金 △2,329

支払利息 28,166

繰延資産償却額 920

売上債権の増減額（△は増加） 37,462

たな卸資産の増減額（△は増加） △46,343

仕入債務の増減額（△は減少） 43,654

その他の流動資産の増減額（△は増加） △20,562

その他の流動負債の増減額（△は減少） △123,274

小計 79,403

利息及び配当金の受取額 2,329

利息の支払額 △28,166

法人税等の支払額 △37,729

営業活動によるキャッシュ・フロー 15,836

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △42,679

差入保証金の差入による支出 △1,665

差入保証金の回収による収入 61,372

その他の支出 △8,395

その他の収入 993

無形固定資産の取得による支出 △4,168

投資活動によるキャッシュ・フロー 5,457

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 513,404

長期借入れによる収入 300,000

長期借入金の返済による支出 △181,520

社債の償還による支出 △680,000

自己株式の取得による支出 △14,070

配当金の支払額 △19,255

財務活動によるキャッシュ・フロー △81,442

現金及び現金同等物に係る換算差額 △12,689

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △72,838

現金及び現金同等物の期首残高 1,499,735

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 1,426,897
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【継続企業の前提に重要な疑義を抱かせる事象又は状況】

当第２四半期連結会計期間(自　平成20年12月１日　至　平成21年２月28日)

　　　該当事項はありません。

　

【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　
当第２四半期連結累計期間

(自　平成20年９月１日　至　平成21年２月28日)

会計処理基準に関する事

項の変更

(1)重要な資産の評価基準及び評価方法の変更

たな卸資産

　第１四半期連結会計期間より「棚卸資産の評

価に関する会計基準」（企業会計基準第９号　

平成18年７月５日）を適用し、評価基準につい

ては、原価法から原価法（収益性の低下に基づ

く簿価切下げの方法）に変更しております。な

お、これにより売上総利益、営業利益、経常利益

及び税金等調整前四半期純利益がそれぞれ

2,961千円減少しております。

(2)リース取引に関する会計基準の適用

　所有権移転外ファイナンス・リース取引につ

いては、従来、賃貸借取引に係る方法に準じた会

計処理によっておりましたが、「リース取引に

関する会計基準」（企業会計基準第13号（平成

５年６月17日（企業会計審議会第一部会）、平

成19年３月30日改正））及び「リース取引に関

する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用

指針第16号（平成６年１月18日（日本公認会計

士協会　会計制度委員会）、平成19年３月30日改

正））が平成20年４月１日以後開始する連結会

計年度に係る四半期連結財務諸表から適用する

ことができるようになったことに伴い、第１四

半期連結会計期間からこれらの会計基準等を適

用し、通常の売買取引に係る会計処理によって

おります。また、所有権移転外ファイナンス・

リース取引に係るリース資産の減価償却の方法

については、リース期間を耐用年数とし、残存価

額を零とする定額法を採用しております。 

　この変更に伴う営業利益、経常利益及び税金等

調整前四半期純利益への影響はありません。 

　なお、リース取引開始日が適用初年度前の所有

権移転外ファイナンス・リース取引について

は、通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計

処理を引続き採用しております。 

(3)連結財務諸表作成における在外子会社の会

計処理に関する当面の取扱いの適用

　第１四半期連結会計期間より「連結財務諸表

作成における在外子会社の会計処理に関する当

面の取扱い」（実務対応報告第18号　平成18年

５月17日）を適用しております。 

　この変更に伴う営業利益、経常利益及び税金等

調整前四半期純利益への影響はありません。 
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【簡便な会計処理】

　
当第２四半期連結累計期間

(自　平成20年９月１日　至　平成21年２月28日)

固定資産の減価償却費の

算定方法

　定率法を採用している資産については、連結会

計年度に係る減価償却費の額を期間按分して算

定する方法によっております。

　

　

【四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理】

　
当第２四半期連結累計期間

(自　平成20年９月１日　至　平成21年２月28日)

税金費用の計算 　税金費用については、当第２四半期連結累計期

間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対

する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見

積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率

を乗じて計算する方法を採用しております。
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【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

　
当第２四半期連結会計期間末
(平成21年２月28日)

前連結会計年度末
(平成20年８月31日)

　　当座貸越契約

　当社においては、運転資金の効率的な調達を行うため
取引銀行８行と当座貸越契約を締結しております。 
　当第２四半期連結会計期間末における当座貸越契約
に係る借入金未実行残高等は次のとおりです。
 

当座貸越極度額の総額 2,300,000千円

借入実行残高 2,280,000千円

差引額 20,000千円

　　当座貸越契約

　当社においては、運転資金の効率的な調達を行うため
取引銀行８行と当座貸越契約を締結しております。 
　当連結会計年度末における当座貸越契約に係る借入
金未実行残高等は次のとおりです。 
 

当座貸越極度額の総額 2,050,000千円

借入実行残高 1,990,000千円

差引額 60,000千円
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(四半期連結損益計算書関係)

第２四半期連結累計期間

当第２四半期連結累計期間
(自　平成20年９月１日 
  至　平成21年２月28日)

※1 販売費及び一般管理費のうち主要な科目及び金額　

は次のとおりであります。

給与・賞与 700,558千円

賞与引当金繰入額 32,500千円

退職給付費用 8,455千円

地代家賃 669,071千円

広告宣伝費 138,049千円

賃借料 107,891千円

法定福利費 90,111千円

販売促進費 55,859千円

販売手数料 47,201千円

減価償却費 30,616千円

※2 店舗閉鎖損失の内訳は次のとおりであります。

固定資産除却損 1,758千円

原状回復費 1,749千円

 

　

第２四半期連結会計期間

当第２四半期連結会計期間
(自　平成20年12月１日 
  至　平成21年２月28日)

※1 販売費及び一般管理費のうち主要な科目及び金額　

は次のとおりであります。

給与・賞与 346,087千円

賞与引当金繰入額 19,500千円

退職給付費用 4,198千円

地代家賃 392,290千円

広告宣伝費 75,966千円

賃借料 52,078千円

法定福利費 42,206千円

販売促進費 25,605千円

販売手数料 23,655千円

減価償却費 16,085千円

※2 店舗閉鎖損失の内訳は次のとおりであります。

原状回復費 1,570千円

　 　

　

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

　
当第２四半期連結累計期間
(自　平成20年９月１日 
  至　平成21年２月28日)

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金 1,426,897千円

現金及び現金同等物 1,426,897千円
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(株主資本等関係)

当第２四半期連結会計期間末(平成21年２月28日)及び当第２四半期連結累計期間(自　平成20年９月１日　

至　平成21年２月28日)

１　発行済株式に関する事項

株式の種類
当第２四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 11,387,000

　

　

２　自己株式に関する事項

株式の種類
当第２四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 301,479

　

　
３　配当に関する事項

　(1) 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成20年11月26日
定時株主総会

普通株式 22,551 2円00銭平成20年８月31日 平成20年11月27日 利益剰余金

　
　(2) 基準日が当連結会計年度の開始の日から当四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、配当の効

力発生日が当四半期連結会計期間の末日後となるもの

　　　

　　　　該当事項はありません。

　

４　株主資本の著しい変動に関する事項

　　　株主資本の金額は、前連結会計年度末日と比較して著しい変動がありません。
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(リース取引関係)

リース取引開始日が「リース取引に関する会計基準」の適用初年度前の所有権移転外ファイナンス・

リース取引について通常の賃貸借取引に係る方法に準じて処理を行っておりますが、当四半期連結会計

期間末におけるリース取引残高は前連結会計年度末に比べて著しい変動が認められないため、記載して

おりません。

　

　

(有価証券関係)　

投資有価証券の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度末の末日と比較して著

しい変動がありません。

　

　

(デリバティブ取引関係)　

当社グループはデリバティブ取引を行っていないため、該当事項はありません。

　

　

(ストック・オプション等関係)

該当事項はありません。

　

　

(企業結合等関係)　

該当事項はありません。
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(セグメント情報)

【事業の種類別セグメント情報】

当第２四半期連結会計期間(自　平成20年12月１日　至　平成21年２月28日)

宝飾品等の小売事業の売上高及び営業利益の金額は、全セグメントの売上高の合計及び営業利益の合計

額に占める割合がいずれも90％超であるため、事業の種類別セグメント情報の記載を省略しております。

　

当第２四半期連結累計期間(自　平成20年９月１日　至　平成21年２月28日)

宝飾品等の小売事業の売上高及び営業利益の金額は、全セグメントの売上高の合計及び営業利益の合計

額に占める割合がいずれも90％超であるため、事業の種類別セグメント情報の記載を省略しております。

　

　

【所在地別セグメント情報】

当第２四半期連結会計期間(自　平成20年12月１日　至　平成21年２月28日)

本邦売上高は、全セグメントの売上高の合計に占める割合が90％超であるため、所在地別セグメント情報

の記載を省略しております。

　

当第２四半期連結累計期間(自　平成20年９月１日　至　平成21年２月28日)

本邦売上高は、全セグメントの売上高の合計に占める割合が90％超であるため、所在地別セグメント情報

の記載を省略しております。

　

　

【海外売上高】

当第２四半期連結会計期間(自　平成20年12月１日　至　平成21年２月28日)

海外売上高は、連結売上高の10％未満であるため、海外売上高の記載を省略しております。

　

当第２四半期連結累計期間(自　平成20年９月１日　至　平成21年２月28日)

海外売上高は、連結売上高の10％未満であるため、海外売上高の記載を省略しております。
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(１株当たり情報)

１　１株当たり純資産額

　
当第２四半期連結会計期間末
(平成21年２月28日)

前連結会計年度末
(平成20年８月31日)

　 　

　 123.30円
　

　 　

　 120.76円
　

　

２　１株当たり四半期純利益及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益

第２四半期連結累計期間

　
当第２四半期連結累計期間
(自　平成20年９月１日 
 至　平成21年２月28日)

１株当たり四半期純利益 4.70円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益について
は、希薄化効果を有している潜在株式が存在しないため
記載しておりません。
　

(注)　１株当たり四半期純利益及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益の算定上の基礎

項目
当第２四半期連結累計期間
(自　平成20年９月１日 
 至　平成21年２月28日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益(千円) 52,272

普通株式に係る四半期純利益(千円) 52,272

普通株主に帰属しない金額(千円) ―

普通株式の期中平均株式数(株) 11,126,623

　

第２四半期連結会計期間

　
当第２四半期連結会計期間
(自　平成20年12月１日 
 至　平成21年２月28日)

１株当たり四半期純利益 8.41円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益について
は、希薄化効果を有している潜在株式が存在しないため
記載しておりません。
　

(注)　１株当たり四半期純利益及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益の算定上の基礎

項目
当第２四半期連結会計期間
(自　平成20年12月１日 
 至　平成21年２月28日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益(千円) 93,250

普通株式に係る四半期純利益(千円) 93,250

普通株主に帰属しない金額(千円) ―

普通株式の期中平均株式数(株) 11,085,881

　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。
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２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成21年４月14日

株式会社サダマツ

取締役会　御中

　

ビーエー東京監査法人

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士　　原　　伸之　　　　　印

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士　　車田　英樹　　　　　印

　

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式

会社サダマツの平成20年９月１日から平成21年８月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間(平

成20年12月１日から平成21年２月28日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成20年９月１日から平成21年２

月28日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期

連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経

営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社サダマツ及び連結子会社の平成21年

２月28日現在の財政状態、同日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間の経

営成績並びに第２四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事

項がすべての重要な点において認められなかった。

　

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　
 
(注) １　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告

書提出会社)が別途保管しております。

２　四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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